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これからの時代に必要とされる「メンター制度」における

プロフェッショナルな研修講師を養成して参ります。

メメメンンンタタターーー制制制度度度研研研修修修講講講師師師

養養養成成成講講講座座座
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「メンター制度」研修講師養成講座のご案内

「メンター制度」におけるメンターとは、新入社員を含む後輩の良き理解者であり、良き

指導者である人生の師匠とも言うべき存在です。これらメンターとの出会いは、新入社員を

含む後輩のパラダイムやスキーマの変革を起こし、その後の人生を大きくステップアップさ

せる可能性があります。社会での多くの成功者は必ずと言っていいほどメンターの存在があ

ります。しかし、メンターに出会える幸運な人は稀で、求めたからといって必ずしも出会え

るとは限りません。

人事制度としての「メンター制度」は企業内で計画的にメンターとメンティの関係を構築

して、組織に属する人の業務遂行能力の向上や社会的・人間的向上を促すもので、その結果、

メンター・メンティ共にコミュンケーションスキルを会得することや成果に対するモチベー

ションアップに伴う業績向上、キャリアデベロプメントによる自立したパーソナリティを目

指し、従来の人材育成の領域を遥かに越えた精神的サポートを含むヒューマンリソース総合

支援プログラムです。

企業が継続的な発展を実現するためには、「メンター制度」は重要な役割を担っており、

現在、ある程度企業の人事制度としては浸透してきました。

しかし、こういったメンターの役割を充分に理解しないまま「メンター制度」を導入した

り、導入後のメンターへのサポートが不十分である企業では、制度が形骸化して、単なるＯ

ＪＴと区別がつかなくなっているケースも少なくありません。

つまり、「メンター制度」導入時における研修やメンター・フォローアップ研修のクオリ

ティがスマートな制度導入の鍵を握っていると言えるのですが、それら研修の講師が非常に

少ない現実があります。

当社は多くの企業・自治体・各種団体からの依頼により「メンター制度」導入コンサルテ

ィングや研修の実績が多数あり、今後もさらに増えることが予想されます。

そこで、これら多くのニーズに対応するため「メンター制度」の研修講師を養成すること

にしました。

当講座の受講対象者は、社会経験ある CDA 含むキャリアコンサルタントやキャリアカウ

ンセラー、産業カウンセラー、臨床心理士、精神保健福祉士、ＥＡＰカウンセラー養成講座

終了・ＥＡＰカウンセラー資格取得者、心理相談員、ＮＬＰプラクティショナーなどの資格

をお持ちの方に限り、「メンター制度」プログラムを提供して参ります。

また、「メンター制度」研修講師自身にも当然メンターとしての能力が問われます。

当講座を受講する事は単なる一つのビジネススキルの習得ではなく、大きく自己実現・

自己成長につながり、新たなキャリアへ向けて大きなステップにもなります。

「メンター制度」はヒューマンリソースにおける最新のビジネスモデルです。

これには、大きなビジネス・チャンスがあります。

宜しくご検討下さい。
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ＣＳＲ ＜企業に求められる社会的責任＞

メメメンンンタタターーー制制制度度度ののの背背背景景景

₪╒℅└₧₀ ´↨⌠₧≤√

アメリカでは人材開発の技法として、一時期、コーチングがもて

はやされましたが、コーチングを凌ぐプログラムとして多くの企業

がＥＡＰ（従業員支援プログラム）とともに導入しています。

日本でも大手企業が導入し始めたこともあり注目されています。

ＥＡＰは外部の専門家が対応するものですが、「メンター制度」は

社内でメンター（アドバイザー、教育者、指導者の意味）を養成

していこうとするものです。

„ ‖ ⁯ –

当然のことながら、企業は人で成り立ちます。

業務遂行能力の高い優秀な人財を求め採用し、教育・指導を

行い、成果を上げられる人財に育成しようとします。

そのため研修やＯＪＴに時間と費用を費やしています。

リストラ、団塊の世代の退職、少子化などにより、今後企業は

人財不足に陥ることになり、その確保に躍起になっています。

昨今はせっかく採用した新卒が数ヶ月で辞めてしまう現状や

育成してやっと仕事を覚えてさあこれから期待できると思って

いた社員が転職してしまうなどの現実があります。

このような時代に「メンター制度」が注目を集めています。

‗∞└₿╒

今や企業はＣＳＲ（企業の社会的責任）を求められています。

21 世紀は「心の時代」と言われているようにＣＳＲにおいても、コンプライアンスは勿論、

ヒューマンリソースにおけるキャリア形成やメンタルヘルス対応を含む精神的サポートが

必要とされています。今後、企業はメンターとなり得る人財を育成していくことが重要となるでしょう。

Ṍ 法令、社会的規範の遵守

Ṍ 有用な製品・サービスの提供

Ṍ 収益の獲得と納税

Ṍ 株主利益の保護 ほか

ṻ 従業員の心身の健康管理

ṻ キャリアアップ支援

ṻ 積極的情報開示、ステークホルダーと

コミュニケーション

ṻ 誠実な顧客対応

ṻ 環境への配慮、社会活動への関与

企業に求められる社会的責任（ＣＳＲ）






